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People’s Bank

アモイ

アジア主要都市の多くが４時間圏内にあり、東アジアの中心に位置する。

成 田

羽 田

名古屋

関 空

ソウル

青 島

上 海

台 北

香 港

バンコク
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（15年10月より）
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①
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People’s Bank

出所：国際ハブクラスター事務局
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◆ 電子部品のパーツセンター

◆ アジア向けＥＣの在庫管理センター

① 総合物流センターの完成（15年）

◆ 全国の食材・商材を沖縄に集約、

そしてアジアへ展開するビジネスモデルの構築

② 国内の他地域との連携

③２万人規模の大型ＭＩＣＥ施設整備（20年）
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推 計 値

２０２５年以降減少に転じることが予想される
増加基調にある現段階から積極的な人口増加施策を展開

2100年

203万人

2100年

84万人

◆ 待機児童の解消
◆ 健康長寿おきなわの推進

2050年

161万人
2135年

154万人2024年

144万人

自然増拡大の取組

（安心して結婚・出産・子育てができる社会）

◆ 雇用創出と多様な人材の確保
◆ 交流人口拡大の取組

社会増拡大の取組

（世界に開かれた活力ある社会）

◆ 定住条件の整備
◆ 特色を活かした産業振興

離島・過疎地域における

課題克服の取組

（バランスのとれた持続的な人口増加社会）

（単位：千人）
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平成26年度は過去最高の入域観光客数716万人
外国人観光客は98万人（前年度比＋57％）過去最高更新

(単位：億円)
(単位：千人)

平成26年クルーズ船寄港回数162回

平成27年寄港予定回数212回（＋30％）H26年度
入域観光客数716万人
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People’s Bank

最高値
81万7千円／㎡

最高値
21万1千円／㎡

日銀短観地価公示

(単位：％)

(単位：％)

出所：日本銀行 那覇支店出所：国土交通省
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完全失業率

◆ 全国と比較して高い成長率を維持
◆ かつて全国の２倍程度あった失業率も全国水準に近づいてきている

経済成長率（実質）

沖縄県と国の経済成長率の比較 完全失業率の推移

沖縄県 全国 沖縄県 全国 差異

(単位：％) (単位：％)

出所：沖縄県 内閣府 出所：沖縄県 総務省
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（億円）

【単体】
27/3期

前期との比較

26/3期 前期比

経常収益 364 371 ▲7

業務粗利益 305 300 ＋4

資金利益 278 273 ＋4

役務取引等利益 23 25 ▲2

役務取引等利益（除く信託報酬） 20 20 ▲0

信託報酬 3 4 ▲1

その他業務利益 3 1 ＋2

国債等債券損益 2 ▲0 ＋3

経費（除く臨時処理分） 197 199 ▲2

コア業務純益 106 101 ＋4

一般貸倒引当金繰入額 ▲3 6 ▲10

業務純益 112 94 ＋17

臨時損益 ▲12 ▲9 ▲3

株式等関係損益 1 10 ▲8

不良債権処理額（臨時費用） 19 22 ▲2

経常利益 99 85 ＋13

特別損益 ▲1 ▲0 ▲0

不良債権処理額（戻入益） － － －

当期純利益 67 45 ＋21

与信費用 16 28 ▲12

開示債権比率 1.61% 1.72% ▲0.11%

自己資本比率 11.13% 11.66% ▲0.53%

（億円、％）

平残 利回 利息

貸出金
＋540

(＋529)
▲0.14

(▲0.13)
▲5

(▲5)

有価証券 ▲159 ＋0.14 ＋7

預金
＋773

(＋675)
▲0.02

(▲0.01)
▲1

(▲1)

その他 － －
＋0

(＋0)

合 計 － －
＋4

(＋3)

■ 対前期比増減

有価証券損益はネット＋3億円

■ コア業務純益の前期比

有価証券利息

5

預金利息

その他

手数料等

経費

信託報酬

貸出金利息

プラス要因マイナス要因

（合計） 116

1

2
0

7

0
0

注）（ ）書きは信託勘定を含んでおります。

貸出金利息・株式関係損益の減少により経常収益は減少（減収）
有価証券利息の増加や与信費用の減少により経常利益は増加（増益）
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有価証券利息・配当金の増加などによりコア業務純益増加

資金利益

コア業務純益

当期純利益
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法人預金４７５億円増加（＋９.９％） 個人預金１７１億円増加（＋１.５％）

総預金は６７５億円増加（＋３.８％）の１８,１３１億円

法人預金

個人預金

資金トレース強化に

よる流動性預金増加

給振・年金口座の獲得

による流動性預金増加

（単位：億円）

※信託勘定を含んでおります。
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People’s Bank

事業性２５４億円増加 個人向け２８７億円増加

総貸出金は５２９億円増加（＋４.４％）の１２,５４９億円

地公体

個人

法人

（単位：億円）

法 人 貸 出

増 加 要 因

アパートローン

個 人 貸 出

増 加 要 因

住宅ローン

※信託勘定を含んでおります。
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住宅ローンは２６４億円増加 その他ローンは５億円増加

個人向けローンは前期比２７０億円増加（＋５.１％）の５,５６８億円

（単位：億円）

住宅
ローン

その他の
ローン

※信託勘定を含んでおります。
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（単位：億円）

全体としては横ばい

・預かり資産増加に伴う
受入手数料増加

・住宅ローン増加に伴う
団信支払い保険料増加
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預貸金利鞘

預貸金利鞘

経費率

預金利回り

貸出金利回り

（単位：％）
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預金利回り差

（単位：％） 当 行 地銀平均 差 異
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People’s Bank

末残・デュレーション 利回り

（単位：億円）

デュレーション

※デュレーションは変動利付国債を含んだ数値を開示しております。

地銀平均当行

（単位：％）

Ｈ
21
／
３
期

Ｈ
22
／
３
期

Ｈ
23
／
３
期

Ｈ
24
／
３
期

Ｈ
25
／
３
期

Ｈ
26
／
３
期

Ｈ
27
／
３
期

Ｈ
28
／
３
期

計
画

国債

地方債

社債

その他

株式

０.７８％
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円金利資産（国債等）からのリバランスによる利回り向上

株 式

地方債

外国証券

国 債

社 債

その他有価証券

今後強化するエリア
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コア業務粗利益の増加（２億円）、経費の減少（２億円）
コアＯＨＲは▲１.２ｐｔの６４.９％

（単位：億円） （単位：％）

事務委託費 減少

減価償却費 減少

▲４億円

人件費は横ばい

物件費

人件費

コアＯＨＲ
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完全適用ベース自己資本比率

自己資本比率（国内基準）は、１１.１３％

アウトライヤー比率

総金利
リスク量

アウトライヤー
比率

平成27年
３月末

5,321
百万円 4.44%

円貨：1％タイル値、外貨：99％タイル値

コア預金は流動性預金の期末残高の50％、
平均満期２.５年として計算

自己資本比率 Ｔｉｅｒ Ⅰ比率

27/3期 地銀平均 （国内基準行）10.59％

コア資本

新基準で算出

（単位：％）

（資料）当行調べ

（単体）10.93％１１.１３％
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配賦可能資本の範囲内でリスクをコントロール

信用リスク 市場リスク
預貸等の金利

リスク
オペレーショナル・

リスク

保有区間 １年
政策株 : １年
その他 : １ヶ月

１年

基礎的手法信頼区間 99% 99% 99%

観測期間 １年 １年 １年

■ リスク量算定基準

バッファー

未配賦資本

配賦リスク
資本

（単位：億円）

オペレーショナル・リスク

預貸等の金利リスク

市場リスク

信用リスク
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貸倒実績率の低下により

総与信費用は１６億円（前期比 ▲１２億円）

（単位：億円）

一般貸倒引当金繰入額

与信費用比率

（単位：％）

不良債権処理額

一般貸倒引当金戻入額
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開示債権 ２１４億円（1.61％）
破産更生債権及びこれらに準ずる債権の減少により開示債権比率は０.１１％低下

（単位：億円） （単位：％）

要管理債権

破産更生債権及び
これに準ずる債権

開示債権比率

危険債権

開示債権比率
（地銀平均・当行調べ）
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（単位：％）（単位：％）

貸出金シェア貸出金シェア 42.2442.24％％（前期比（前期比 0.500.50ポイントの低下）ポイントの低下）

預預 金シェア金シェア 42.1042.10％％（前期比（前期比 0.130.13ポイントの上昇）ポイントの上昇）

貸出金シェア低下・預金シェア上昇
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「お客さま目線」による業務革新から新たな価値創造へ

1. 中期経営計画「ＣＨＡＮＧＥ ＦＯＲ ＶＡＬＵＥ ～新たな価値創造の３年～」の骨子①

第１７次中期経営計画 ＣＨＡＮＧＥ ＦＯＲ ＶＡＬＵＥ 新たな価値創造の３年 平成27年4月～平成30年3月(３年間)

～「お客さま目線の業務革新(チェンジ)」から「お客さま目線の新たな価値(バリュー)創造」へ～

これまで築き上げてきた「お客さま目線」の姿勢をもって、新たな時代に向けた「業務革新(チェンジ)」を具現化し、その定着を礎にして

「お客さま目線の新たな価値(バリュー)」を創造提供することで、県民に一番愛される銀行「ＰＥＯＰＬＥ’Ｓ ＢＡＮＫ」として地域のお

客さまとともに成長し続けます。

「新たな価値創造の３年」で取り組む３つの基本戦略

「お客さま目線」の業務革新 「お客さま目線」の価値創造 戦略的情報活用による生産性向上

○お客様目線を具現化した業務革新
（権限委譲、スリム化、効率化）

○お客さま待ち時間の抜本的な改善に向けた取り組み

○お客さまに「魅力」を感じて頂ける営業体制づくり

○高品質力人材育成へのＰＤＣＡサイクルの確立と実践

○「お客さま接点(営業拠点)」におけるサービス価値拡充

○当行ブランド戦略と組み合わせた新たなサービスの実現

○情報に裏付けられたPDCA実現

○お客さまに価値を認めて頂けるＩＴ活用への戦略構築

（ＩＴ活用を効率化から価値創造へ）

お客さまに価値を評価して頂ける持続可能な新たなビジネスモデルの実現

地域ナンバーワンバンクとして地域活性化へ貢献する
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「お客さま目線」の実績 ～当行が取組むべき最優先事項の明確化～

持続可能なビジネスモデル構築に向けて「お客さま満足」「従業員満足」を最優先事項と明確化

中期経営計画 ～ＣＨＡＮＧＥ ＦＯＲ ＶＡＬＵＥ～

これまでの優先順
位優先順位

１.お客さま
従業員

１.健全性 １.収益性

１.規模・シェア

優先順位 基本的な考え方

１.お客さま満足
「経営理念（地域密着・地域貢献）」の実践による「お客さま満足」が当

行の存在意義であり、大競争時代を勝ち抜くための最優先事項とする。

２.従業員満足
「お客さま満足」が真の働きがいであることを実践し、県民に愛され、役

職員のやる気・躍動感があふれる「ＰＥＯＰＬＥ‘Ｓ ＢＡＮＫ」を創りあげる。

３.収益性
お客さま満足に裏付けられたトップライン収益の増強を図るための業務

革新を成し遂げる。

４.健全性 県内No.1の健全性を維持し、沖縄県の継続的な発展に寄与する。

５.規模・県内シェア
お客さま満足度を高め、お客さまの方から選んで頂き、顧客基盤の着

実な拡大を図る。
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People’s Bank

経営目標＝お客さま満足度の向上によるお取引先の拡大

「お客さま目線の業務革新」の達成により目指すべき経営数値目標

中期経営計画 ～ＣＨＡＮＧＥ ＦＯＲ ＶＡＬＵＥ～

収益性

成長性

健全性

① 連結当期純利益ＲＯＥ

② コア業務純益

経営数値目標 平成２９年度

６.０％台

１１０億円程度

③ 法人メイン先数
（現状）5,700先

取引先数 ２５％増
(H29年度)7,000先程度

④ 個人メイン先数
（現状）278,000先

取引先数 ２５％増
(H29年度)350,000先程度

⑤ 開示債権比率

⑥ 自己資本比率

２％程度

１１％程度

【成長性における目標】

お客さま満足度を高め、当行

のお取引先数を拡大すること

で着実な経営基盤を構築する。

■法人メイン先・個人メイン先

当行を中心的にご利用いただい

ている法人・個人（事業性を含

む）のお客さま。（当行定義）
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People’s Bank

成長戦略Ⅰ 法人（事業性）のお客さまの拡大

事業性評価：
金融機関は、財務データや担保・保証に必要以上に依存することなく、

借り手企業の事業内容や成長可能性などを適切に評価し（「事業性評価」）、
融資や助言を行い、企業や産業の成長を支援していくことが求められる。
（平成26事務年度 金融モニタリング基本方針より）

法人（事業性）のお客さまのライフサイクルに応じた“コンサルティング
機能”の発揮によるサービス提供により、当行をメインバンクとして
お取引していただけるお客さまを拡大していきます。
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People’s Bank

成長戦略Ⅱ 個人のお客さまの拡大

個人のお客さまのライフステージに応じた、適切な金融サービスを迅速に

ご提供することにより、当行をメインバンクとしてお取引していただける

お客さまを拡大していきます。
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People’s Bank

初年度の取り組み「お客さま目線」の業務革新

中期経営計画の着実な達成に向けて、初年度（平成27年度）では前提事項を排除した業務革新に邁進しま

す。

業務革新を確実に成し遂げるために、業務のＩＴ化や効率化に向け積極的に投資を行っていきます。
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People’s Bank

【単体】
27/3期 28/3期 前期比

経常収益 364 367 ＋2

業務粗利益 305 306 ＋0

資金利益 278 276 ▲1

役務取引等利益 23 23 ＋0

役務取引等利益（除く信託報酬） 20 20 ＋0

信託報酬 3 3 ▲0

その他業務利益 3 6 ＋2

国債等債券損益 2 6 ＋3

経費（除く臨時処理分） 197 208 ＋10

コア業務純益 106 92 ▲14

一般貸倒引当金繰入額 ▲3 0 ＋3

業務純益 112 98 ▲13

臨時損益 ▲12 ▲12 ＋0

株式等関係損益 1 4 ＋2

不良債権処理額（臨時費用） 19 20 ＋0

経常利益 99 85 ▲13

特別損益 ▲1 ▲0 0

当期純利益 67 56 ▲11

与信費用 16 20 ＋3

平残 利回 利息

貸出金
＋688

(＋676)
▲0.12

(▲0.12)
▲2

(▲3)

有価証券 ＋47 ＋0.02 ＋1

預金
＋761

(＋765)
▲0.00

(▲0.00)
▲0

(▲0)

その他 － －
▲0

(▲0)

合 計 － －
▲1

(▲2)

■ 対前期比増減

（億円）

■ コア業務純益の前期比

注）（ ）書きは信託勘定を含んでおります。

有価証券利息

2

預金利息

その他

手数料

経費

信託報酬

貸出金利息

プラス要因マイナス要因

（合計）15

0

1

1

10

0

0

1

（億円、％）
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People’s Bank

住宅ローン２００億円 その他ローン４０億円

生活密着型ローン５,８０７億円（前期比＋４.２％）

（単位：億円）

◆ 底堅い住宅需要

◆ 景況感の改善に伴う
個人消費の拡大

住 宅

その他のローン
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People’s Bank

年金保険・投資信託を中心に販売強化を図る

（単位：億円）

年金保険

投資信託

国 債

販売額計画

２１０億円

投資信託

販売額計画

２５０億円

年金保険

※ 年金保険については、取扱額累計
※ 27/3期については、前期末算に販売目標額を加えたものであり、解約等は加味していません

販売額計画

１億円

国 債
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People’s Bank

勘定系システムのハード更改等

タブレット端末導入
オープン出納機
ATM機能強化

南風原支店
名護支店
糸満支店

平成27年度経費増加（14億円）の内訳
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People’s Bank

エリアマーケティングによる効率的な店舗配置
お客さまの使いやすさを重視した店舗づくり

◆ 平成２６年１０月 山内支店（旧諸見支店）移転開設

◆ 平成２７年 ４月 南風原支店移転開設

◆ 平成２７年 7月 名護支店新築移転開設予定

山内支店 南風原支店 名護支店
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People’s Bank

24/3期 25/3期 26/3期 27/3期
28/3期

予想

配当性向（％） 22.4 22.3 25.0 19.4 23.4 

総還元性向（％） 30.8 34.1 36.4 33.7

配当額（円） 65 65 65 70 70

自社株買い（百万円） 498 700 602 1,055 －

平成２６年度中間期２.５円増配（年５円増配）
安定配当と機動的な自社株取得による株主還元を実施

発行済株式数（自己株除く）

自己株取得

総還元性向（％）

配当性向（％）
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People’s Bank

【単体】
24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

前期比
経常収益 368 368 371 364 ▲7

業務粗利益 285 302 300 305 ＋4

資金利益 256 269 273 278 ＋4

役務取引等利益 20 24 25 23 ▲2

役務取引等利益（除く信託報酬） 15 18 20 20 ▲0

信託報酬 4 5 4 3 ▲1

その他業務利益 8 8 1 3 ＋2

国債等債券損益 6 7 ▲0 2 ＋3

経費（除く臨時処理分） 188 192 199 197 ▲2

コア業務純益 91 103 101 106 ＋4

一般貸倒引当金繰入 ▲15 ▲0 6 ▲3 ▲10

業務純益 112 110 94 112 ＋17

臨時損益 ▲29 ▲17 ▲9 ▲12 ▲3

株式等関係損益 ▲6 ▲5 10 1 ▲8

不良債権処理額（臨時費用分） 25 16 22 19 ▲2

経常利益 83 93 85 99 ＋13

特別損益 ▲0 ▲0 ▲0 ▲1 ▲0

不良債権処理額（特別損益分） － － － － －

当期純利益 51 54 45 67 ＋21

与信費用 10 16 28 16 ▲12

開示債権比率 1.63% 1.64% 1.72% 1.61% ▲0.11%

自己資本比率（26/3期はバーゼルⅢ基準で算出） 12.25% 11.88% 11.66% 11.13% ▲0.53%
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People’s Bank

末残・平残・利回り 業種別貸出金残高

24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

貸出金

末
残

11,971 12,362 12,514 13,138

平
残

11,217 11,547 12,020 12,549

利
回
り

2.44 2.32 2.17 2.03

有価証券

末
残

5,399 6,002 5,773 6,055

平
残

5,096 5,818 5,836 5,517

利
回
り

0.61 0.56 0.62 0.76

預金

末
残

17,148 17,898 17,551 18,654

平
残

16,704 17,065 17,456 18,131

利
回
り

0.26 0.14 0.11 0.09

※貸出金、預金末算・平残は、信託勘定を含んでいます
※貸出金、預金利回りは、国内部門の数値となっております

24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

製造業 405 379 366 370

農業、林業 5 4 5 8

漁業 5 5 5 5

鉱業、採石業、砂利採取業 39 15 19 17

建設業 497 473 447 420

電気･ガス･熱供給･水道業 40 25 35 68

情報通信業 100 79 72 89

運輸業、郵便業 164 150 148 166

卸売業、小売業 1,164 1,157 1,148 1,071

金融業、保険業 189 221 250 263

不動産業、物品賃貸業 2,274 2,619 2,948 3,263

各種サービス業 1,371 1,372 1,295 1,429

地方公共団体 1,238 1,273 983 999

その他 4,473 4,584 4,786 4,964

合計 11,971 12,362 12,514 13,138

(注)：信託勘定を含んでおります。

（億円、％） （億円）
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26年3月末債務者区分残高

27年3月末債務者区分残高（13,251億円）

正常先

要注意先
破綻

懸念先
破綻先・
実質破綻先その他

要注意先
要管理先

正常先 10,829 10,576 268 3 2 2

要
注
意
先

その他要注意先 1,565 189 1,182 29 44 9

要管理先 47 0 2 25 12 0

破綻懸念先 82 0 5 2 41 3

破綻先・実質破綻先 99 1 2 2 1 42

新規取引先等 － 758 39 0 0 0

合計 12,624 11,526 1,499 63 103 58



The Bank of Okinawa,Ltd
45

People’s Bank

高い

低い

高い

低い

貸出計12,516億円預金計18,654億円

定期性  （1
年超）

 5.6%
定期性

（１年内）・
金銭信託

 42.6%

手貸、商手 （固
定分）  8.6%
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People’s Bank

単位 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期
27/3期

（全国）
資料出所

人口 （人） 1,406,260 1,408,133 1,420,005 1,426,097 12,691万人 沖縄県、総務省 （推計人口）

世帯数 （世帯） 533,982 541,280 551,381 561,242 5,557万世帯 〃（全国は2013年の数値）

県内総生産（名目） （億円） 37,955 38,066 39,226 39,868 491兆円 沖縄県、 26/3期、27/3期は実績見込み

新車登録台数 （台） 38,170 44,696 50,686 51,069 5,296,993 （社）日本自動車販売協会連合会

公共工事請負金額 （百万円） 210,803 279,505 263,352 324,694 14,522,243 保証事業会社協会

新設住宅着工戸数 （戸） 11,737 12,713 17,173 15,022 880,470 国土交通省

観光入域客数 （人） 5,528,000 5,924,700 6,580,300 7,169,900 13,413,467 沖縄県（26年度）､日本政府観光局（JNTO)（2014年）

鉱工業生産指数（原指数） （平成22年＝100） 92.9 98.0 99.0 101.5 98.5 沖縄県（2014/4～2015/2の１１月平均）から、経済産業省

有効求人倍率 （倍） 0.31 0.46 0.57 0.73 1.11 沖縄労働局、厚生労働省

地価（住宅地） （％、前年比） -1.1 -0.6 0.1 0.6 -0.4 国土交通省

地価（商業地） （％、前年比） -1.4 -0.4 0.5 0.8 0.0 〃

※27/3期（全国）の観光入域客数の数値は、訪日外客数（総数）を暦年ベースで記載
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～ご照会先～

㈱沖縄銀行 総合企画本部 経営企画Ｇ

ＴＥＬ 098-869-1253 ＦＡＸ 098-869-1464


